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【令和４年５月度番組審議会 議事録】 

 

 

１．開催年月日  令和４年５月２７日（金） １５時００分～１６時００分 

 

２．開催 場所    八尾市立社会福祉会館 ２階 第１集会室 

 

３．委員の出席 

番組審議委員総数           ７名 

出席委員数              ７名 

欠席委員数              ０名 

放送事業者         業務部長  鈴木 昌宏  

総  務  村田 季世子 

 八尾市広報・公民連携課   課  長   北村 知美 

             

 

４．議 題    案件    環境活動のご紹介（情報プラザやお内） 

             

５．番組概要  放 送 日：２０２２年５月３日（火）１２：００ ～ １２：４５ 

 

     番組について 

放送形態 

事前収録 

 

  業務部（編成）より  

         八尾市の環境パートナーシップ協議会「環境アニメイテッドやお」（八尾市役所環境保 

         全課内事務局）が主体となり、毎月八尾市内で環境活動に取り組む方々をゲストに招 

         いて活動をお聞きする番組。 

        〇番組内で大切にしていること 

         八尾市は早くから民間の環境保全活動を行う団体が数多く存在し、そのまとめを「環 

         境アニメイテッドやお」が担っていた。この協議会立ち上げから連携している番組。 

         多くの市民の方、団体が環境について自由に発言できる場を提供できるよう配慮して 

         いる。 

        〇コアターゲット 

         環境活動・市民活動に興味がある、すでに参加しているなどのリスナー層を主なター 

         ゲットにしている。 

        〇今後の展開 

         「アニメイテッドやお」の名称が今年度から変わった。活動内容、役員も一新された 

         中で、５月が初めての放送となった。今後の方針を番組内で紹介しています。 
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６．審議委員からの意見 

    委員：・環境問題に関わる人たちが３人集まって組織化の問題、組織の名称の変更に伴う苦労など 

        思い出話が多かった。 

        ・口調が優しく安心して聞けると思ったが、内輪の話ばかりで何を訴えたいのかがわからな 

       かった。 

      ・後半では環境問題としてはどんなものがあるのか、時代と共に考え方も変わってくるとい 

        うこと、意識を変えるためには、小さい頃からの取り組みが必要である。というような参 

        考になる話があり深みのある放送だなと思った。 

            ・番組を聞いたリスナーの自己意識を変革できれば意義のある放送になる。 

   委員：・MCと事務局の人との区別がつかなかった。 

      ・身内の話ばかりだった。「逆に言うと・・」という言葉が耳についた。印象に残る話もなく、 

              具体的な取り組みについてもわからなかった。  

      ・「ドビ流し」についてもっと具体的な話が聞きたかった。 

      委員：・番組の冒頭「４５分間お付き合いください」とあるが「しばらくの間お付き合いください」  

              にした方がよい。 

            ・「トークと音楽を交えて・・」とあったが音楽がなく、話だけの４５分間は苦痛である。 

       ・インタビューの仕方もクイズ形式にするなどの工夫があればよいと思う。 

       ・ネット（HP）を見てみてくださいなどの案内をし、目でも見ながらであれば、内容がもう 

              少しわかりやすくなるのではないかと思った。 

            ・音のバランスが少し気になった。人によってマイクとの距離が違った。編集の際にバラン 

              スがとれればよかった。 

       ・固いテーマでも少し BGMがあってもよかったのではないかという気もした。 

      委員：・ラジオから聞こえる声が少し聞こえにくかった。事前にボリュームの調整も必要。 

      ・環境の話の中にごみの問題だけではなく、観光についての話が入っていなかったのが残念 

              に思った。 

      ・「大人は変わらないから、子どもに教育を先にしていかなければならない」と話していた 

              が、子どもが聞いたらどう思うだろうか。心では思っていても口に出さなくてもよかった 

        のではないかと思う。 

      委員：・MCと事務局の区別がつかなくて聞きづらかった。 

            ・伝えたいものが何だったのかが、わかりにくかった。 

      ・お昼のみんなが聞くことができる時間帯なので、万人が聞くような話題で、リスナーに 

       親切な番組になればよいと思う。  

            ・インタビュー（話）が４０分、最後の５分が BGMという番組構成になっていたが、 

        話の合間に、ゲストのリクエスト曲が入っていればよかったのかなと思った。 

      委員：・MCが、番組コンセプト、テーマをはっきりさせて話を聞き、進めていくことが必要であ 

        る。 

            ・「お話を聞かせていただいてよろしかったでしょうか？」ではなく「よろしいでしょ 

              うか？」 正しい日本語を使ってほしい。 

      ・番組を聞いて、どんな話だったのか、何を訴えたかったのかがわからなかった。 
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      委員：・楽しくワイワイする話題ではなく、真剣に考えていこうという話題だからこそ、いかに話 

        を振って、いかに進行して番組を作っていくのか、話のポイントをリスナーにどう聞かせ 

        ていくのかがMCの腕の見せ所だと思う。番組の冒頭にまずMCの自己紹介があり、出演 

        者の紹介に続き、進行役の方がいらっしゃるのであれば、進行は〇〇さんにお願いします。 

        というように４５分間どう聞いていただくか・・という配慮、リスナーへの親切心が足り 

              ないと思う。 

            ・内容は良いのに、話に波がない４５分間、ずっと同じペースになっているので、曲を挟む 

       など、構成を考えた方がよい。 

          ・最後のまとめに入って、やっと言いたいことが伝わってきた。 

      ・環境活動を長く続けてこられてきたゲストの方の話をもう少しうまく引き出せたらよかっ 

       た。 

      ・男性４人の声の区別がつきづらいので、MC が、「〇〇さんはどう思われますか？」など 

        お話をされる前に名前を入れて進行していくとわかりやすくなるのではないかと思う。 

  北村課長：・八尾市提供の番組であり、職員が出演して施策などについて話をするという番組です。 

        市役所の職員の発信力を鍛える番組だなと思った。内輪話になっていたので、もう少し 

        環境という視点でしっかりと発信できるような番組になればよいと思った。 

 

本日お聞かせいただいたご意見を受け止め、今後もより良い番組作りに努めて参ります。 

 

 ７．公表方法 

     今回開催された番組審議会内容は、公式ＨＰ掲載をはじめ、自社放送内広報および 

     本社事務所へ閲覧用ファイルを設置いたします。 


